水産普及だより　　第 １３－９　号　　　2001.12.26　　


[image: image8.jpg]


三重県少年水産教室
熊野市荒坂中学校の生徒を対象に、地域の重要な産業である水産業をより深く理解していただき、将来の担い手への可能性を開く三重県少年水産教室が開催されました。
開催にあたり三重県漁業士会などの協力をいただき、ここに紹介した内容のほかにも、ロープワーク、魚の三枚おろし、三重県の漁業の概要説明などが行われました。　　
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定置網体験その１
　実際の漁業現場を体験するため、漁船に乗り込んで網揚げを行いました。朝６時頃、真っ暗な海へと出漁し、現場へ到着。網揚げ作業を進めるうちにようやく空が白んできました。黒い影に移っているのは早速集まってきたカモメです。
　水揚げの段になると、必ずカモメはどこからともなくやってきます。危害を加えられないことを知っているのか、単に食欲が勝っているのか、カモメは人を恐れる様子はありません。ほん[image: image2.jpg]


とうに目の前に迫ってくるので、こちらが襲われそうな感じです。
定置網体験その２
いよいよ箱網（魚を取り上げる網）を揚げています。どんな魚が入っているのか、興味津々です。
定置網の解説：定置網とは、長い袖網と運動場、のぼり網、箱網とがセットになった巨大漁具です。回遊魚は袖網にぶつかると、この袖網に沿って進み、比較的広い囲い網である運動場に入ります。運動場内で動き回るうち、－のぼり網－箱網の順に網の奥深くに迷い込んでしまうのです。こうして箱網を持ち上げれば魚が捕れているのです。
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変わった獲物
　上はナンヨウカイワリ、下はシロシュモクザメです。
この日の漁獲は４～５キロのカンパチがメインでした。船の上では、とれたばかりのカンパチが刺身で振る舞われ、大[image: image4.jpg]


好評でした。
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魚名の検索
　今日とれた魚のうち、一部を提供していただき、３班に分かれてそれぞれ名前を調べました。極々ポピュラーなものから、ちょっと見かけないもの、また食べられない魚や通常食用としない魚で魚屋さんに並ばないものまで様々でした。当日検索した魚種は次のとおりです。
　シビレエイ、トビエイ、マイワシ、キビナゴ、カタクチイワシ、セミホウボウ、ホウセキキントキ、ネンブツダイ、ムツ、マアジ、メアジ、イトヒキアジ、オオグチイシチビキ、ホウライヒメジ、ミナミハタンポ、タカベ、タチウオ、テンジクタチ、カワハギ、キタマクラ　当日はホウライヒメジをオキナヒメジと誤同定していました（2002.1.25訂正）
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ビン玉の袋網作り
ガラス製の玉であるビン玉に保護のため、また結び目を作るためにロープで編んだ袋をかぶせます。昔は定置網や延縄になくてはならない漁具で、現在ではその多くがプラ[image: image7.jpg]


スチック製品に変わっていますが、耐久性などのガラス玉の利点は今でも健在です。
ビン玉の袋網づくりを、漁師の持つ優れた技術の一つとして後世に伝えられていくよう、水産教室などで紹介しています。
